
 

 

社 会 福 祉 法 人  浜 田 市 社 会 福 祉 協 議 会  
 

一 般 事 業 主 行 動 計 画  
〔 第 5 回 〕  

 

 職 員 が 個 々 の 能 力 を 発 揮 し 、仕 事 と 生 活（ 育 児 や 介 護 ）の 両 立 を 図

り 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 を 行 う 。ま た 、女 性 職 員 が 多 い 本 会 に お

い て 、更 に 女 性 職 員 が 活 躍 で き る 環 境 を 提 供 し 、多 様 な 人 材 が 適 材 適

所 で 活 躍 で き る よ う 、 次 の よ う に 行 動 計 画 を 策 定 す る 。  

 
１ ． 計 画 期 間  

  令 和 5 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 8 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で の ３ 年 間  

 

２ ． 内   容  

目 標 １  働 き 方 を 推 進 す る た め 、 週 １ ノ ー 残 業 デ イ を 継 続 し 、 

月 の １ 週 間 は 週 2 日 の 「 ノ ー 残 業 デ イ 」 を 実 施 し 、 有

給 休 暇 年 間 10 日 以 上 の 取 得 促 進 を 継 続 し て 図 る 。  
 
〈 対 策 〉  
 R５ .  ４ 〜  週 1 ノ ー 残 業 デ ー の 実 施 を 継 続 し 、部 署 で の 周 知 を 徹  

底 。 有 給 休 暇 の 年 間 １ ０ 日 以 上 の 取 得 目 標 は 継 続 。  
R５ .１ ０ 〜   各 部 署 の ノ ー 残 業 デ イ 及 び 有 給 休 暇 取 得 状 況 を 把 握 。 

状 況 に 応 じ て 部 署 へ 通 知 し 、再 度 周 知 を 徹 底 し 、計 画 的  
な 有 給 休 暇 取 得 を 計 画 す る 。  

 R６ .  ４ 〜  月 の 1 週 間 は 週 ２ ノ ー 残 業 デ ー を 段 階 的 に 実 施 。  
前 年 度 の 有 給 休 暇 取 得 状 況 を 検 証 し 、 職 員 全 員 が 年 間  
10 日 以 上 取 得 で き る よ う 部 署 内 で 検 討 。  

 R７ .  ４ 〜  月 の 内 1 週 間 は 週 ２ ノ ー 残 業 デ イ を 実 施 。職 員 全 員 が
有 給 休 暇 年 間 １ ０ 日 間 以 上 取 得 継 続 。  

 



 

 

    目 標 ２  仕 事 と 生 活（ 育 児 や 介 護 ）の 両 立 が で き る よ う 職 場  

環 境 の 整 備 （ 継 続 ）  

 

〈 対 策 〉  

 R５ .  ４ 〜  育 児 や 介 護 の 有 給 休 暇 取 得 に つ い て 現 状 把 握 。  

 R６ .  ４ 〜  育 児 や 介 護 の た め の 制 度 に つ い て 再 周 知 。   

 R７ .  ４ 〜  育 児 や 介 護 に よ る 休 暇 取 得 者 に 必 要 に 応 じ て 本 人・所  

属 長 ・ 総 務 課 に よ る 面 談 を 実 施 。  

  

    目 標 ３  仕 事 と 家 庭 と の 両 立 が で き る よ う 帰 宅 し や す い 環

境 を 構 築 す る た め 、 各 部 署 の 時 間 外 労 働 時 間 を 月

平 均 10 時 間 以 内 と し て い く 。  

 

〈 対 策 〉  

 R５ .  ４ 〜  時 間 外 労 働 の 状 況 を 把 握 し 、時 間 数 が 多 い 部 署 の 業 務  

状 況 見 直 し 含 め 検 討 し 、 各 部 署 月 平 均 20 時 間 以 内 と し  

て い く 。  

 R６ .  ４ 〜  前 年 度 の 時 間 外 労 働 の 状 況 を 把 握 し 、時 間 外 労 働 時 間  

      を 減 少 し て い く た め 、更 に 業 務 改 善 を 検 討 し 、各 部 署 月  

平 均 15 時 間 以 内 と し て い く 。  

 R７ .  ４ 〜  継 続 し て 時 間 外 労 働 の 状 況 を 把 握 し 、更 な る 時 間 数 減  

少 を し て い く た め 、 業 務 改 善 を 検 討 し 、 各 部 署 月 平 均  

10 時 間 以 内 と し て い く 。  

 
 


